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意識面に対する取組の必要性０１
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意識面を高めるために０２

児童自身に行動目標を自己決定させた上
で問題解決の過程に取り組ませると共に，
学習したことが日常生活と関連しているこ
とを活用として扱う授業を設計し実践すれ
ば，児童の学びに向かう力・人間性等を育
むことができるだろう。

手立てⅠ…児童の自己決定による意識づけ

手立てⅡ…活用場面の設定



意識面を高めるために０２

設計した指導法

・問題解決場面で活動（話し合いや実験・観
察）する際の主体性，協調性に関する行動目
標を自己決定する
・活動の見通しをもった上で活動に取り組む
・行動目標の達成状況について自己評価する

本次の内容と日常生活との関連を「重要性」
「有用性」「職業との関連性」の視点から学ぶ

問題に対する結論をまとめる

児童の具体的な活動問題解決の流れ

導入・問題設定

予想・仮説
方法
観察・実験
考察

手立てⅠ

結論

活用

手立てⅡ

生活場面や学習での疑問から問題を設定する



実践０３

【話し合い場面】
①－１自分の考えを友だちに伝えようとする姿
①－２自分の考えと比べながら聞こうとする姿
①－３友だちにその考えについて確認したり，質問した
りしようとする姿

【観察・実験場面】
②－１自分から進んで観察・実験に参加しようとする姿
②－２結果の見通しをもちながら観察・実験しようとす
る姿
②－３確かめの観察・実験をしようとする姿

設定した行動目標「がんばりたい姿」



実践０３

設定した行動目標「がんばりたい姿」

△…１Ｐ　〇…２Ｐ　◎…３Ｐ 最初 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 最後

①－1　自分の考えを友だちに伝えようとす

る姿。

①－2　友だちの考えを、自分の考えと比べ

ながら聞こうとする姿。

①－3　友だちに友だちの考えについて確認

したり、質問したりしようとする姿。

②－1　自分から進んで実験に参加しようと

する姿。

②－2　実験結果の見通しをもちながら実験

しようとする姿。

②－3　確かめの実験をしようとする姿
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自分のステータスを見て、経験値を伸ばした方がいいところを自分で決めて経験値アップを目指そう！△を

〇に、〇を◎にできるように設定していくと経験値アップしやすいと思うよ。

△⇒あまり行動できていない

〇⇒ほとんど行動できている

◎⇒いつでも自信をもって行動できる
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